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キッズエンジニア体験教室を開催しました 

 

１
月
７
日(

土)

小
学
生
を
対
象
に
、

キ
ッ
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
９
組
の
親
子
が
参
加
し
、

講
師
の
群
馬
ト
ヨ
ペ
ッ
ト(

株)

の
方
か

ら
親
子
で
の
ク
ラ
フ
ト
カ
ー
制
作
や
タ

イ
ヤ
交
換
、
水
素
自
動
車
の
構
造
な
ど

を
教
わ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
本
物
の

タ
イ
ヤ
の
重
さ
を
感
じ
た
り
、
点
検
の

大
切
さ
を
知
り
、
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。 



総社公民館 自主学習グループ紹介 
 

総社公民館で活動する自主学習グループを紹介します。興味のある方は各問い合わせ先までご連絡ください。 

スポーツウェルネス吹矢 総社 
 

【活動日】第1、第3火曜日 

【時間】13時30分～15時30分 

【会費】月100円 

【講師】市民講師 森良弘 

【活動内容】 

 発足は、平成28年前橋市内で吹矢が呼吸法を取り

入れ健康に良いと愛好家が増えてきました。そうし

た状況の中、平成29年公民館主催事業で30名の方が

吹矢体験をし、その後、希望者で教室として始まり

今に至っています。吹矢は腹式呼吸をして矢を的に

当てることから健康に良いと普及してきました。現

在会員は12名で楽しく練習をしています。 

【問い合わせ】森(090-7214-0290) 

すずらん 
 

【活動日】第1、第3金曜日 

【時間】14時～16時 

【会費】月100円 

【講師】なし 

【活動内容】 

 令和4年4月よりスタートし、だんべえ踊りや民謡

踊り、またフォークダンスなど楽しく踊ることによ

り健康増進と親睦を図っています。講師はいません

が、会員相互で学習を行いながら活動し、前橋まつ

りに参加したり、介護施設へのボランティアなど地

区への貢献にも心がけています。 

【問い合わせ】総社公民館(251-4933) 

主催講座のお知らせ 

 群馬県内を中心に公演を行う人形劇団・

やまねこ座による人形劇を総社公民館で上

演します。 

 今回は「あおむしくんピッピッ！」と

「三匹のこぶた」を上演します。ぜひご応

募ください。 

 

【日時】2月26日(日)10時～11時 

【場所】総社公民館 ホール 

【対象】総社地区にお住いの子どもとその

保護者 

【定員】30名程度 

【申込期間】2月1日(水)～9日(木) 

【申込】下記市ホームページ申込フォーム

または電話(251-4933) 

※先着順ではありません。定員に達した場

合は抽選になります。 

※申込は1人1回、3名様まで。 

※結果は2月17日 (金) までにメールまたは

郵送にてお知らせします。 

人形劇を見に行こう！ 

市HP 

 最 近、耳 が 聴 こ え づ ら く な っ た。

「えっ?」と相手に聞き返すことが多くなっ

た。心当たりの方はいませんか?!総社公民

館では、「聴こえの教室」を実施します。 

 耳の聴こえに関する疑問やメカニズム

を、模型や映像を見ながらのお話しと、ク

イズ等のレクリエーションで解説します。

聴こえの大切さを理解していただく絶好の

機会です。ぜひお気軽にお申し込みくださ

い。  

 

【日時】2月17日(金)10時～11時30分 

【対象】総社地区在住・在勤の一般成人 

【費用】無料 

【定員】20人(先着順） 

【会場】総社公民館 ホール 

【講師】コトブキ補聴器前橋店 

【申込】2月6日 (月)9時から総社公民館へ電

話 (251-4933)または直接。申し込みの際に

「聴こえの教室」とお伝えください。 

聴こえの教室 

※詳しくはチラシをご覧ください。 

※当日は事前の検温とマスクの着用、手指消毒をお願いします。 

※新型コロナウイルスの影響のため講座を中止する場合があります。 



〇
２
月
の
営
業
予
定
日 

 

２
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日(
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日(

日) 
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日(

土)

、
26
日(
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営
業
時
間
は
９
時
30
分
～
15
時 

〇
休
業
日 

 
 

２
月
4
日(

土)

、
5
日(

日) 

〇
平
日
主
屋
開
場 

 

２
月
13
日(
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、
15
日(

水) 

 
 

 

20
日(

月)

、
22
日(

水) 

 
 

 

27
日(

月)

、
３
月
１
日(

水) 

 

営
業
時
間
は
10
時
～
15
時 

〇
イ
ベ
ン
ト 

 

あ
た
ま
と
か
ら
だ
を
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！ 

 

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
講
座 

 

２
月
13
日(

月)

10
時
～
12
時 

〇
カ
レ
ー
食
堂
・
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｙ
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和
み 

 

２
月
12
日(

日) 

 

11
時
30
分
～
13
時
30
分 

 

大
人
２
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
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２
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国
民
健
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保
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普
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徴
収
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(

２
月
28
日
ま
で)

 

清
里
公
民
館
連
携
事
業
・
群
馬
県
立
前
橋

高
等
特
別
支
援
学
校
校
外
学
習 

「
作
業
学
習
製
品
展
示
・
販
売

会
」
の
お
知
ら
せ 

 

清
里
公
民
館
に
て
、
群
馬
県
立
前
橋
高
等

特
別
支
援
学
校
に
よ
る
作
業
学
習
製
品
展

示
・
販
売
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

群
馬
県
立
前
橋
高
等
特
別
支
援
学
校
は
、

普
通
科
、
農
業
園
芸
科
、
産
業
工
芸
科
、

家
政
被
服
科
の
４
つ
の
学
科
か
ら
構
成
さ

れ
、
専
門
と
す
る
学
習
活
動
を
通
し
様
々

な
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
方
と
の
交
流
を

通
じ
て
日
頃
学
習
し
て
い
る
こ
と
を
発
揮

し
、
ま
た
自
身
の
課
題
に
気
づ
き
、
自
立

に
向
け
た
力
を
高
め
る
大
切
な
時
間
で

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
の
製
品
を
直
接
手
に

と
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
清
里
公
民
館
へ
お
越
し
下
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
７
日(

火)

、
８
日(

水)
 
 
 

 
 
 

 

10
時
～
14
時 

【
場
所
】
清
里
公
民
館 

ロ
ビ
ー 

【
作
業
学
習
製
品
の
内
容
】 

・
普
通
科(

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
、
ソ
ー
プ
、
ア

ク
リ
ル
ハ
ン
デ
ィ
モ
ッ
プ
等)

 

・
農
業
園
芸
科(

ご
ま
、
バ
ー
バ
リ
ウ
ム
、

唐
辛
子
等)

 

・
産
業
工
芸
科(

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
リ
ー

フ
型
プ
レ
ー
ト
等)

 
・
家
政
被
服
科(

ミ
ニ
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
巾

着
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
等)

 

第
７
回
秋
元
公
ま
つ
り 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表 

最優秀賞「SAMURAI・AURA」小野里 順二 

優秀賞「武者が通る」井田 康廣 

優秀賞「元景寺山門前」角田 実 

優秀賞「秋元公いざ！出陣」松崎 良成 

佳作「子供武者」荒井 裕 

佳作「出陣」志村 賀津雄 

佳作「武将軍団」尾崎 良一 

 

総
社
秋
元
公
ま
つ
り
に
て
募
集
し
た
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
41
点
の
中
か
ら

７
点
が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。 

募金実績 
 

赤い羽根募金 

    1,205,305円 

歳末助け合い募金 

     665,673円 

 

皆さまのご協力で上

記の金額が集まりま

した。ありがとうご

ざいました。 



 

 

発 行 日 令和5年2月1日 

編集発行 前橋市総社公民館 

     総社市民サービスセンター 

〒371-0852 前橋市総社町総社1583-2 

電話 251-4933 ファクス 255-0366 

 

今月の新刊 一般書 
戦国大名と家臣団の絵事典(小和田 哲男)/おとなは子どもにテロをどう伝えればよいのか(ターハル・ベン・

ジェルーン)/もう悩まない耳鳴りに勝つ方法(山田 浩之)/東京の鉄道の謎を探る(結解 学)/佐藤幸子ドールハ

ウスの世界(佐藤 幸子)/「俳優」の肩ごしに(山崎 努)/喪を明ける(太田 忠司)/人情めし江戸屋[4](倉阪 鬼一

郎)/貸本屋おせん(高瀬 乃一)/タスキメシ-五輪-(額賀 澪) 他  

児童書・絵本 
ちびまる子ちゃんの仕事の見つけかた(さくら ももこ)/野鳥のレストラン(森下 英美子)/鉄道へぇ〜事典(栗原 

景)/オハヨウどろぼう(おの りえん)/かいけつゾロリきょうりゅうママをすくえ!(原 ゆたか)/地下室の日曜日 

(村上 しいこ)/おひめさまになりたいチェルシー(岩神 愛)/おばけのしかえし(内田 麟太郎)/にじいろのさか

なとおはなしさん(マーカス・フィスター)/ねずみくんだーれだ?(なかえ よしを) 他 

 

前橋市立図書館総社分館からのお知らせ 

編

集

後

記 

総
社
読
み
聞
か
せ
の
会
か
ら 

お
知
ら
せ 

人
権
に
つ
い
て 

通常休館日  
２月６日、１３日、２０日、２７日 

※祝日は１０時～１７時の開館です。 

一部サービスの利用休止 
新聞雑誌閲覧コーナー、読書スペースは座席数を制限して

開放します。２時間ごとに消毒を実施します。 

今
月
は
勝
山
小
児
童
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す 

・
あ
い
さ
つ
は 

と
も
だ
ち
で
き
る 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ
い
い
っ
ぽ 

・
ぼ
く
も
き
み
も 

え
が
お
が
い
い 

・
だ
れ
か
の
心 

き
ず
つ
い
て
た
ら 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り
そ
お
う 

・
や
さ
し
さ
で 

み
ん
な
に
か
け
る 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

笑
顔
の
に
じ
の
橋 

み
ん
な
の
人
権
を
考
え
よ
う 

※
総
社
公
民
館
の
会
議
室
を
使
用
し
て
行

い
ま
す
。 

※
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
、
社
会
的

距
離
の
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ

り
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 大寒波の到来により久々に寒さで夜中に目が覚める体験をしま

した。 

 厳しい寒さの中、水道周りの不安もあると思いますが、有事の

際には市のHPに掲載されている指定給水装置工事事業者の一覧

を参考にしてください。 

「ガンディー」 

  

 マリア・イサベル・ 

 サンチェス・ベガラ 著 

 ぽるぷ出版 

書
き
損
じ
は
が
き
を 
お
持
ち
く
だ
さ
い 

 

各
公
民
館
窓
口
で
は
、
前
橋
ユ
ネ
ス
コ
協

会
の
世
界
寺
子
屋
運
動
の
一
環
と
し
て
書
き

損
じ
は
が
き
の
回
収
Ｂ
ＯⅩ

を
２
月
末
ま
で

設
置
し
て
い
ま
す
。
住
所
を
間
違
え
た
、
汚

し
て
し
ま
っ
た
、
ま
た
は
古
く
て
使
え
な

い
、
未
使
用
の
切
手
付
き
郵
便
は
が
き
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
世
界
寺
子
屋
運
動･

･
･

発
展
途
上
国
の
貧

し
い
地
域
に
学
び
の
場
を
作
り
、
読
み
書
き

や
技
術
が
学
べ
る
よ
う
応
援
す
る
活
動
。 

 

日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
支
配

者
が
民
衆
支
配
の
必
要
か
ら
、
政
治
の
仕
組

み
と
し
て
厳
し
い
身
分
制
度
を
敷
き
ま
し

た
。
人
々
は
そ
の
身
分
に
よ
っ
て
住
居
や
職

業
を
定
め
ら
れ
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
身
分
制
度
に
お
い

て
、
低
い
身
分
に
置
か
れ
た
人
々
が
強
制
的

に
住
ま
わ
さ
れ
た
所
が
同
和
地
区
（
部
落
差

別
）
と
な
り
ま
し
た
。
同
和
地
区
出
身
と
い

う
だ
け
で
、
社
会
的
な
不
利
益
や
差
別
を
受

け
、
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

が
同
和
問
題
で
す
。
結
婚
や
就
職
な
ど
日
常

生
活
の
上
で
、
本
人
の
人
柄
と
は
直
接
関
係

な
い
「
生
ま
れ
」
な
ど
を
理
由
に
差
別
さ
れ

る
と
い
う
我
が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題

で
す
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
平
成
28
年
12

月
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
同
和
問
題
に
つ
い
て
一
層
理
解
を
深

め
、
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必

要
で
す
。 


